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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】圧迫感を感じにくくする照明器具を提供する。
【解決手段】後面側が取り付け面に取り付けられ、前面
側に光を照射する光源部を有する照明器具であって、中
央部に位置し、羽根２０を有する送風機と、送風機の周
囲を取り囲むように配置される光源部６と、光源部６を
覆う透光カバー１と、を有し、羽根２０の前面側は、透
光カバー１の前面側よりも突出していることを特徴とす
る。
【選択図】図５
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　後面側が取り付け面に取り付けられ、前面側に光を照射する光源部を有する照明器具で
あって、
　中央部に位置し、羽根を有する送風機と、
　送風機の周囲を取り囲むように配置される前記光源部と、
　光源部を覆う透光カバーと、を有し、
　前記羽根の前面側は、透光カバーの前面側よりも突出していることを特徴とする照明器
具。
【請求項２】
　前記送風機は、正逆回転可能であることを特徴とする請求項１に記載の照明器具。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、後面側が取り付け面に取り付けられ、前面側に光を照射する光源部を有する
照明器具に関し、特にサーキュレーターの機能を有する照明器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　かかる照明器具として、下記特許文献１に開示された照明器具が公知である。この照明
器具は、送風機と照明部（光源部）を備え、送風機の羽根は、前記照明部の中心部に形成
された空間に配置され、且つ、鉛直方向に沿う方向について、照明部の上端の位置（天井
に近い側の位置）に羽根の下端の位置（床面に近い側の位置）が略一致する位置と、照明
部の下端の位置に羽根の下端の位置が略一致する位置との間に配置される（特許文献１の
請求項１、図６等）。すなわち、照明器具を天井に取り付けたときに、床面からの距離で
みると、送風機の羽根よりも照明部がより床面に近い位置に配置されることになる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１４－１５２６２７号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　照明部の大きさは、例えば、直径６００ｍｍであり、この大きさの照明部が全体的に床
面側に下がってくると、照明器具が使用される部屋にいる者にとって圧迫感を大きく感じ
ることになる。
【０００５】
　本考案は上記実情に鑑みてなされたものであり、その課題は、圧迫感を感じにくくする
照明器具を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するため本考案に係る照明器具は、
後面側が取り付け面に取り付けられ、前面側に光を照射する光源部を有する照明器具であ
って、
　中央部に位置し、羽根を有する送風機と、
　送風機の周囲を取り囲むように配置される前記光源部と、
　光源部を覆う透光カバーと、を有し、
　前記羽根の前面側は、透光カバーの前面側よりも突出していることを特徴とするもので
ある。
【０００７】
　この照明器具の作用・効果を以下説明する。この照明器具は、後面側が取り付け面（例
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えば、天井）に取り付けられ、前面側に光を照射する光源部を有する。さらに、光源部を
覆う透光カバーを有しており、その中央部に送風機を有する。送風機の羽根の前面側は、
透光カバーの前面側よりも突出している。すなわち、光源部よりも直径の小さな送風機の
方が、透光カバーの前面側（光源部）よりも床面側に突出しているので、光源部が突出し
ている構成に比べて圧迫感を感じにくくすることができる。
【０００８】
　本考案に係る前記送風機は、正逆回転可能であることが好ましい。かかる構成にするこ
とで、送風機による風向きを上向き、下向きに切り替えることができ、冷房時や暖房時に
おける用途に応じて使い分けることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本実施形態に係る照明器具の外観を示す正面図
【図２】図１に示す照明器具の外観を示す側面図
【図３】図１に示す照明器具の外観を示す背面図
【図４】図１において透光カバーを外した状態を示す正面図
【図５】中央部の縦断面図
【図６】主要な部材の分解斜視図
【図７】正逆回転の動作を示す図
【図８】光源部の構成を示す図
【図９】送風機の羽根の構成を示す外観斜視図
【考案を実施するための形態】
【００１０】
　本考案に係る好適な実施形態を図面を用いて説明する。図１は、本考案に係る照明器具
であるシーリングファンの外観を示す正面図である。図２は、同じく側面図である。図３
は、同じく背面図である。図４は、図１の正面図において透光カバーを外した状態を示す
図である。図５は、中央部の縦断面図である。図６は、主要な部材の背面側から見た分解
斜視図である。なお、本明細書において、前面側とは床面に近い側をいい、後面側とは天
井に近い側をいうものとする。
【００１１】
　＜全体構成＞
　本考案に係る照明器具（シーリングファン）は、室内照明器具としての機能と送風機（
サーキュレーター）としての機能を併せ持つ。図６に示すように、前面側（床面に近い側
）から順に、透光カバー１、送風機２、基板支持体３、電源部４、取り付け金具５を備え
ている。取り付け金具５（後面側）は、天井の所定の箇所（取り付け面）に固定される。
【００１２】
　透光カバー１は、正面視でリング状に形成され光源部からの照射光を透過する。例えば
、半透明（例えば、乳白色）の透光性樹脂により形成される。図１に示すように、中央部
に円形のガード１０が設けられ、ガード１０と透光カバー１とは、３本の線状のステー１
１により連結されている。ステー１１との連結は、ねじ等により行われる。従って、透光
カバー１とステー１１とガード１０は、一体化したユニットを形成する。
【００１３】
　送風機２は、正逆回転可能な羽根２０を有している。正逆回転に関しては、後述する。
送風機２は、７枚の羽根２０を有するが、羽根２０の枚数は特定の枚数に限定されるもの
ではない。
【００１４】
　基板支持体３として、好ましくは鉄等の金属製の支持板３０を有し、リング状に形成さ
れる。支持板３０の外周に３カ所留め具３１が設けられ、透光カバー１が周知の方法によ
り着脱自在に取り付けられる。
【００１５】
　支持板３０は、ＬＥＤ基板６を取り付けるための取り付け面３２を有する。取り付け面



(4) JP 3218428 U 2018.10.11

10

20

30

40

50

３２は、留め具３１を有する面とは、段差があり、取り付け面３２の方が前方側に突出し
ている。図８は、光源部６の構成を示す図である。ほぼＶ字形を有するＬＥＤ基板６２の
上に多数のＬＥＤチップ６０が搭載されている。さらに、ＬＥＤチップ６０を覆うように
集光レンズ６１が設けられる。集光レンズ６１は、透明あるいは半透明の樹脂により形成
することができる。集光レンズ６１には、ＬＥＤチップ６０に対応する位置に凹部（不図
示）が形成されている。ＬＥＤチップ６０と同数の集光レンズ６１が配置される。集光レ
ンズ６１は、ＬＥＤ基板６に対して適宜の手段により結合される。集光レンズ６１を設け
ることで均一な光を透光カバー１から照射することができる。
【００１６】
　ＬＥＤ基板６２の裏面は、直接支持板３０に密着（当接）してもよいし、間に放熱部材
を挟んで支持板３０に結合してもよい。図４に示すように、ＬＥＤ基板６２は４枚搭載さ
れており、全体として８角形に形成されている。なお、光源部６の構成としてはこれに限
定されるものではなく、基板を円形に配置してもよく、８角形以外の例えば６角形に配置
してもよい。なお、図４に示すように、常夜灯のＬＥＤを搭載する基板３３も備えている
。
【００１７】
　図６に示す電源部４は、商用電圧を直流電圧に変換する電源回路、ＬＥＤを駆動するＬ
ＥＤ駆動回路、送風機２を駆動する駆動回路、リモコンからの指令に基づいて、各部分の
駆動制御を行う制御回路などを備えている。電源部４は、収容部４０に収容される。収容
部４０は、筒状のケース本体４０ａを有する。収容部４０の後面側に取り付け金具５が結
合され、収容部４０の蓋の機能も果たす。
【００１８】
　図３の背面図からも分かるように、収容部４０は、３本のステー４１によって基板支持
体３と結合されて、一体化されたユニットを構成する。ステー４１は、ねじ等により収容
部４０および基板支持体３と結合される。
　＜送風機の正逆回転＞
　本考案に係る照明器具の送風機は正逆回転することができる。図７は、回転方向の違い
による空気の流れを概略的に示す図である。不図示のリモコンに風向き切り替えスイッチ
がもうけられており、回転方向を選択することができる。図７（ａ）は、下向きの回転状
態であり、体感温度を下げることができるので、特に冷房時に有効である。図７（ｂ）は
、上向きの回転状態であり、風を天井に当て、高いところにある暖かい空気を下に循環さ
せることができ、特に暖房時に有効である。
【００１９】
　図９は、送風機２の構成を示す外観斜視図である。図面の左側が前方側であり、右側が
後方側である。前方側からみて時計方向周りが正回転であり、風向きは下向きになる。前
方側からみて反時計回りが逆回転であり、風向きは上向きになる。羽根２０の中央には円
筒状の羽根支持部２１が一体成型される。羽根２０と羽根支持部２１は、接続部２２にお
いて連結する。羽根２０の前方側の表面２０ａは、凹面に形成される。この凹面形状に従
って、接続部２２の形状も曲線となっている。
【００２０】
　図５は、中央部の断面図である。送風機２は、羽根支持部２１の中心に軸受孔２３を備
えている。電源部４には、モーター７０が設けられており、そのモーター軸７１が軸受孔
２３に挿入されて、羽根２０を回転駆動することができる。
【００２１】
　透光カバー１の前面側と羽根２０の前面側（床面に最も近くなる位置）とを比べると、
羽根２０の前面側の位置の方が突出しており、突出長さは図５において距離Ｌで示されて
いる。突出量Ｌは、例えば、数ｃｍに設定することができる。送風機２によりも直径の大
きな光源部が羽根２０よりも奥側にあるので部屋にいる者が圧迫感を感じることを抑制す
ることができる。
【符号の説明】
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【００２２】
１　　　　透光カバー
２　　　　送風機
３　　　　基板支持体
４　　　　電源部
５　　　　取り付け金具
６　　　　光源部
６１　　　集光レンズ
６２　　　ＬＥＤ基板
２０　　　羽根
３０　　　支持板

【図１】

【図２】

【図３】
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【図５】

【図６】

【図７】 【図８】
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